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議 決 事 項

件 名 提 案 理 由 審議の状況 採決の次第

議案第１号
教育に関する事 教育に関する事務について 特 記 事 項 決 定
務について定める 定める議案について，知事へ な し
議案についての知 意見を申し出ようとするもの
事への意見申出に である。
ついて

議案第２号
県指定文化財の指 平成29年４月21日に指定文 特 記 事 項 決 定
定解除について 化財（天然記念物）として指 な し

定した「枕崎市火之神岬町大
迫の海蝕双橋」について，二
連となった橋状の海蝕洞の一
部崩壊により，自然が造り出
した芸術としての文化財的価
値が失われたため，その指定
を解除しようとするものであ
る。

議案第３号
平成30年度地域 平成30年度の地域が育む 特 記 事 項 決 定
が育む「かごしま 「かごしまの教育」県民週間 な し
の教育」県民週間 表彰（ポスター原画・標語）
表彰（ポスター原 の被表彰者（校）を決定しよ
画・標語）の被表 うとするものである。
彰者（校）の決定
について

議案第４号
職員の懲戒処分 学校職員の非違行為につい 特 記 事 項 決 定
について て，教育公務員又は公務員と な し

しての責任を問おうとするも
のである。
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会 議 要 旨

１ 開会

２ 会議の公開等について
議案第３号，議案第４号，その他（４）及びその他（５）については，非公

開で審議する旨，教育長から発議があり，全会一致で議決された。

３ 平成30年度第４回教育委員会定例会の会議録の承認

承 認

４ 議案
議案第１号 教育に関する事務について定める議案についての知事への意見

申出について
(1) 工事請負契約の締結について議決を求める件

（学校施設課長）議案第１号は，教育に関する事務について定める議案について，
知事へ意見を申し出ようとするものである。

（学校施設課長）鹿児島中央高校校舎改築工事（建築，債務）及び鹿児島工業高
校校舎改築（４期）工事（建築，債務）に係る請負契約の方法，
契約金額，契約の相手方等について説明

（島津委員） 鹿児島中央高校校舎の改築工事では，４階の教室を増やすこと
となっているが，今の時代，教室数が増えることは理解しづらい。
この辺については，どのように考えられているのか。

（学校施設課長）鹿児島中央高校の普通教室は24クラスであり，数は変わらない。
現在，校舎の管理計画に従い，集約化や長寿命化のために工事を
行っている。今回は現地建て替えであるが，集約化を行う工事と
なっている。

（島津委員） もう少し分かりやすく教えていただきたい。

（学校施設課長）配置図にあるとおり，校舎を改築した後，一番上の建物を解体
することで集約化を図るものである。

（島津委員） 教室数は変わらないのか。

（学校施設課長）教室数は変わらない。

（教育長） 普通教室の数は分かるか。

（学校施設課長）現在，普通教室は24教室ある。教室自体は，改築した校舎の２
階及び３階並びに改修予定の西側の校舎に24教室ある。普通教室
から兼用した教室を含めて，改築する校舎に24教室を集約する予
定である。現在，普通教室として活用している教室を特別教室と
して改修し，西側の校舎にある特別教室を解体することで集約す
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る。普通教室を集約した上で，特別教室を新たに改修することに
なっている。

（島津委員） 要は，集約して，元のところは特別教室という形で整備するこ
とで理解した。

（原之園委員） 鹿児島中央高校の概略図の５階に弓道場があるが，他の県立高
校にもあるのか。また，利用計画については，いかがか。

（学校施設課長）弓道場については，全ての高校にある。

（原之園委員） ５階部分にある高校はあるのか。

（教育長） 高層階に弓道場がある高校はあるのか，教えていただきたい。

（学校施設課長）奄美高校は平成22年度に改築し，５階に弓道場がある。鹿児島
中央高校においては，解体する校舎の最上階の３階に弓道場があ
り，改修後は，最上階となる５階に整備することになる。基本的
には，弓道場には立ち入れないようにし，開放する予定はない。

（教育長） 異議がないようなので，議案第１号は原案のとおり議決する。

議案第２号 県指定文化財の指定解除について
（文化財課長） 平成29年４月21日に指定文化財（天然記念物）として指定した

「枕崎市火之神岬町大迫の海蝕双橋」について，二連となった橋
状の海蝕洞の一部崩壊により，自然が造り出した芸術としての文
化財的価値が失われたため，その指定を解除しようとするもので
ある。

（教育長） 異議がないようなので，議案２号は原案のとおり議決する。

５ その他
(1) 第１回県教育振興基本計画検討委員会について
（総 務 福 利 課 企 画 監）第１回県教育振興基本計画検討委員会の開催日時・場所，出席

委員，議事の主な内容等について説明

（島津委員） これは，鹿児島県の教育の将来を見据えた，非常に重要な計画
である。
国の第３期教育振興基本計画は，「人生100年時代」や「超スマ

ート社会」などを捉えた計画となっている。特に，夢や志を持て
る人材育成というところが大きなテーマではないかと思う。
そのようなことを考えたとき，道徳教育や郷土教育に関連する

文化的な取組が重要だと思う。特に，道徳教育については，今回
の教育改革の中で教育の３つの柱の中の人間性を育成しなければ
ならないとあるので，その辺をしっかり捉えた計画を策定してい
ただきたい。
また，情報化や国際化などの視点も大切である。そのベースに

なるのは，やはり鹿児島らしさであるので，地域の特性をしっか
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りと捉えた形にしていただきたい。鹿児島の産業，歴史，自然，
文化等の教育が推進されるよう期待している。
今後，いろいろな意見が出されながら進んでいくと思うので，

一つの意見として捉えていただき，逐一お知らせしていただきた
い。

（原之園委員） 具体的な取組の中で，「人づくりの基本は家庭」とある。経済
産業省のホームページにおいても，家庭における子育てについて
掲載されている。特に，「未就学児の保護者の方へ」の中で，子
供と一緒のときはなるべくスマートフォン越しでなく，直接話す
こと，寝るときにブルーライトの影響で寝られなくなることなど，
子育てについても気になるところである。最近は幼保連携も増え
ているので，子育てについても具体的に取組の支援をお願いした
い。

(2) 平成30年度全国学力・学習状況調査の結果について
（義務教育課長）平成30年度全国学力・学習状況調査の概要，参加状況，本県の

学力調査の結果，公表等について説明

（島津委員） ここ数年，全国平均との差が変わらない。いろいろな取組をさ
れているが，目先の点数を見るのでなく，高い視点から見ていた
だきたい。
今後，主体的・対話的で深い学びを推進されるとのことである

ので，是非お願いしたい。
また，国語の文章理解力についても，徹底していく必要がある

と思う。一番の基本として，示していただくことが重要である。

（原之園委員） ９月中旬に本県の結果分析の公表を行う予定であるとのことだ
が，平成29年度の本県の結果分析の詳細では，「劇的に学力を向
上させた秘訣」について，非常にわかりやすくまとめられていた。
これをすればよいのだと自信を持ったところである。特に，中学
校では，書かせる活動，ノート指導，定期テストへのＢ問題の出
題，校内研修等が行われており，小学校では，振り返りを全ての
児童ができるまで行われていた。
今年度もまとめられると思うが，Ｂ問題のどの問題を使ったの

か，どのような活動を行ったのか，具体的にまとめて示していた
だきたい。

（石丸委員） 毎年，先生方もいろいろな取組をされているが，なかなか結果
に結びつかない。主体的・対話的で深い学びは，これからの子供
たちにとっては，人生で一番大切なものになる。具体的に点数化
するような指導が効果の一つになると思う。
これだけいろいろな取組をされているのに，効果が見えない。

地域間で差があるのか。実際にそれらの取組が子供たちに届いて
いるかどうか分析していただけると，先生方の取組にも役立つと
思うので，そのようなところも拾い上げていただきたい。

（義務教育課長）毎年，一部の報道において，数年連続で下回っていることに触
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れられている。同じような繰り返しになっているのが，非常に厳
しい状況であることを痛感している。今年は，それを踏まえて，
具体的な成果が出るように行っている。
平成31年１月に鹿児島県の学習定着度調査を実施するので，ま

ずは，夏休みの研修，２学期の計画などで，何をすべきか学校で
しっかり考えていただくようにしたい。２学期の間に繰り返し行
って定着させることにより，１月の調査で結果を出せるようにし
ていただきたい。我々から市町村教育委員会や学校長に働きかけ
をしっかりしてまいりたい。

(3) 平成31年度県立高等学校・県立特別支援学校使用教科書の採択結果につい
て

（高校教育課長）平成31年度県立高等学校・県立特別支援学校使用教科書の採択
事務の流れ及び採択した教科書一覧等について説明について説明

（島津委員） 今年は，特徴的な変化はあるのか。

（高校教育課長）来年度の教科書については，現行の学習指導要領に沿ったもの
になるので，傾向として，大きな変化はない。ただし，学校の実
情に応じて，新しく教科書を変えている学校はあると思う。

（原之園委員） 教科書の特徴として，ページ数が増えたなど，以前と違ってき
たことはないか。

（高校教育課長）学習指導要領自体は変わっていないが，教科書会社が工夫して
いるところはある。例えば，ＩＣＴと並行して使えるようにして
いたり，日本史の教科書の記述の中に世界史の内容を入れていた
りするものもある。

６ 議案
議案第３号 平成30年度地域が育む「かごしまの教育」県民週間表彰（ポス

ター原画・標語）の被表彰者（校）の決定について
（非公開）

議案第４号 職員の懲戒処分について
（非公開）

７ その他
(4) 教育委員会の事務の点検・評価について
（非公開）

(5) 平成31年３月県内公立及び国立中学校卒業予定者の進路希望状況について
（非公開）

８ 閉会


